
た
め
原
形
は
不
明
で
あ
る
。
樹
種
は
ヒ
ノ
キ
科
ア
ス
ナ
ロ
属
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏

・
吉
川

聡

・
山
本
崇
各
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
写
真
は
同
研
究
所
の
中
村

一
郎
氏
に
よ

ＺＯ
。

９
　
関
係
文
献

富
山
市
教
育
委
員
会

『富
山
市
小
出
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
０
一〇
〇
七
年

刊
行
予
定
）

（野
垣
好
史
）

か

一ワ
が
や
ま
じ
ょ
う

新
潟
・春
日
山

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
上
越
市
大
豆
字
春
日
山
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
人
四
年

（昭
５９
）
七
月
～

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
上
越
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
島
幸
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

。
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

春
日
山
城
跡
は
、
高
田
平
野
東
縁
に
南
北
に
連
な
る
西
頸
城
丘
陵
の
一
角
に

築
か
れ
た
広
大
な
中
世
城
郭
遺
跡
で
、
戦
国
大
名
上
杉
謙
信
の
居
城
と
し
て
著

名
な
山
城
で
あ
る
。
そ
の
築
城

時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、

永
正
七
年

（
一
五
一
〇
）
に
長

尾
為
景
に
よ
る
大
普
請
が
あ
っ

た
と
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と

も
永
正
年
間
以
前
に
は
山
城
と

し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
城
の
居
城
化
は
、
永
禄
三

年

（
一
五
六
〇
）
に
始
ま
る
謙

2005年出上の木簡

(   〕

(高田西部)
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信
の
普
請
か
ら
で
、
永
禄
七
年
に
は

一
応
の
居
城
化
が
達
成
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
通
称

「監
物
堀
」
と
呼
ば
れ
る
堀
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
西
惣
構
内

堀
地
区
に
位
置
す
る
楼
門
内
郭
の
井
戸

（第
八
次
調
査
Ｓ
Ｅ
四
一
し
か
ら
出
土
し

た
。
現
在
、
こ
の
地
点
は

「春
日
山
城
史
跡
広
場
」
と
し
て
整
備

・
公
開
さ
れ

て
い
る
。
共
伴
遺
物
が
な
い
た
め
明
確
な
時
期
比
定
は
難
し
い
が
、
楼
門
内
郭

の
形
成
時
期
が
景
勝
期
の
天
正
六
年

（
一
五
七
八
）
以
降
と
考
え
ら
れ
、
慶
長

一
二
年

（
三
ハ
〇
七
）
の
福
島
城

へ
の
移
城
に
よ
る
春
日
山
廃
城
ま
で
が
内
郭

の
存
続
期
間
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、　
三
ハ
世
紀
末
葉
頃
に
使
用

・
廃
棄
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
想
定
は
、
内
郭
か
ら
出
土
し
た
土
師
質
皿
、

瀬
戸
美
濃

・
越
中
瀬
戸

・
越
前
焼
な
ど
の
上
器

・
陶
器
類
の
年
代
観
と
も
矛
盾

し
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

表
面
は
差
出
人
が
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
が
、
墨
痕
が
薄
い
箇
所
が
多

く
判
読
し
得
な
い
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
上
越
市
公
文
書
館
準
備
室
の
福
原
圭

一
氏

・

山
本
幸
俊
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

上
越
市
教
育
委
員
会

『国
指
定
史
跡
　
春
日
山
城
発
掘
調
査
概
報
Ⅷ
』
全

九
八
五
年
）

金
子
拓
男

「春
日
山
城
」
（『上
越
市
史
叢
圭
屋

人
、
考
古
―
中
。
近
世
資
料
１
、

一
６
Ｑ
一一年
）

（笹
澤
正
史
）

硼
　
。
「
＜
小
□
□
□
代
惣
□

。
「
＜
米
七
升

（
Ｐ
卜
Ю
）
×
］
〇
×
⇔
　
ｏ
∞
ｏ

下
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
全
体
の
遺
存
状
況
は
良
好
で
あ
る
。
荷
札
木
簡

で
、
頭
部
に
両
側
か
ら

一
対
の
切
り
込
み
を
入
れ
て
い
る
。
材
は
板
目
材
と
思

わ
れ
、
表
裏
両
面
と
側
面
を
頭
部
か
ら
縦
方
向
に
薄
く
削

っ
た
痕
跡
が
認
め
ら

れ
る
。
裏
面
に

「米
七
升
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
品
目
は
白
米
と
思
わ
れ
る
。


